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本研究課題の一環として、国立女性教育会館では、2014 年 6 月 15 日～18 日
まで、中国で学術調査を実施した。 
Ⅲ NWEC 実践報告 
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中国においても、女性研究者の活躍は、男女平等の推進に関わることと認識さ






























2013 年のデータによると、女子学生数は、学部生 15,000 人中 4,000 人、修士
課程 8,000 人中 2,700 人、博士課程 6,600 人中 1,800 人である。また、女性の専
任教員は、3,000 人中約 600 人である。リサーチ・スタッフ（研究員）は、2,900


















2013 年の女子学生比率は、学部生が約 46％、修士課程 56％、博士課程 41％
である。修士課程で女子学生の割合が高くなるのは、女子の就職難が関係してい
ると考えられる。教員については、約 2,500 人中、女性は約 26％である。職位別



















第 14 章 中国における女性研究者支援の現状 
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教育課程（3 年制）とリカレント教育のための社会人教育課程も設置している。高
等職業教育課程の放送学科だけは共学であるが、男子学生は 100 名以下である。 









団体である。1949 年 4 月の設立以来、中国の女性関連の法律の制定や政策決定











8 つの部門から構成されている。また、所員 33 人のうち、研究員は 24 人である。





史氏のジェンダー研究テーマは次の 2 つに大別される。1 つは、貧困女児の問
題である。そして 2 つめは、高等教育とジェンダーである。 
貧困女児の問題については、中国西部地方の貧困と関連づけた研究を行ってき





















































































ない補助金（1 年間で 2,000 万人民元支給）と奨学金（1 年間で 3,000 万人民元支給）、
























































2014 年 6 月現在、調査結果を分析中で、今後、論文として発表するとともに、
政策提言も視野に入れているとのことである。 







































































































が入るようになったのも中国婦女研究会の働きかけによる。2006 年から 2013 年の
間に、ジェンダー項目の研究課題が 203 件採択され、ジェンダー研究の活性化につ
ながった。中国婦女研究会の活動については、大浜（2007a）に詳しい。 






は、改革開放政策がすすんだ 1980 年代半ば以降である（関西中国女性史研究会 
2014:47）。 
10 なお、清華大学には、ジェンダー関連の科目はなく、史氏も 2002 年の着任以来、清
華大学では、ジェンダーに関する授業を担当していない。学生へのジェンダー教育
は、フォーラムの開催など別の形で行っているとのことである。 
Ⅲ NWEC 実践報告 
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11 この論文集の内容については、大浜（2007b）に詳しく紹介されている。 










































実践研究』独立行政法人国立女性教育会館，第 4 号:78-92 
大浜慶子，2007a，「中国における女性学制度化の歩み―北京世界女性会議以後の新動向」
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